
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の 

収
集
方
法
を
見
直
そ
う 

前
田 

弘
子 

 

２
０
１
２
年
２
月
、
ご
み
収
集
の
有
料
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
容 

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」（
容
プ
ラ
）
も
、「
資
源
」
と
い
う
位
置
づ
け 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
料
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
４
年
。
い
ま
、 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
集
ま
っ
て
く
る
容
プ
ラ
の
ピ
ン
ク
袋
の
中
の
状 

態
が
悪
い
、
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
市
は
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん 

な
理
由
な
の
か
、
今
後
の
方
針
は
と
一
般
質
問
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

                                    

市
は
汚
い
容
プ
ラ
の
現
状
を
、
何
度
も
訴
え
た
が
… 

昨
年
５
月
１
日
付
け
の
「
広
報
ふ
ち
ゅ
う
」
に
「
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
異
物
混
入
で
排
出
の
危
機

的
状
況
に
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。「
４

月
11
日
、
市
が
搬
出
し
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
品
質
を
検
査
機
関
が
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
汚
れ
が

付
着
し
た
も
の
や
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外

の
も
の
が
多
数
発
見
さ
れ
、
再
検
査
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
」
と
あ
り
、
最
悪
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
の
引
き
取
り
拒
否
と
い
う
事
態
に
至
る
と
訴
え

て
い
ま
す
。 

11
月
21
日
の
「
広
報
ふ
ち
ゅ
う
」
で
は
、
再
度
「
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
以
外
は
ピ
ン
ク
袋
に
入
れ

な
い
こ
と
、
小
さ
い
レ
ジ
袋
に
い
れ
た
ま
ま
ピ
ン
ク

袋
に
入
れ
な
い
よ
う
に
と
訴
え
て
い
ま
す
。 

 減
ら
な
い
ピ
ン
ク
袋
と
、
大
変
な
現
場
の
選
別
作
業 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
集
ま
っ
た
ピ
ン
ク
袋
を

破
き
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
引
き
渡
せ
る

も
の
を
選
別
し
て
圧
縮
・
梱
包
し
、
残
り
を
焼
却
処

理
な
ど
に
回
す
作
業
を
行
な
う
市
の
施
設
で
す
。
汚

れ
や
異
物
が
多
い
と
、
選
別
作
業
は
大
変
で
す
。
し

か
し
有
料
化
以
降
、
年
々
ピ
ン
ク
袋
の
量
は
増
加
し
、

汚
れ
も
ひ
ど
く
な
っ
て
焼
却
な
ど
に
回
る
量
が
増
加

し
て
い
ま
し
た
。 

ピ
ン
ク
袋
の
収
集
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
で
の
処
理
ま
で
の
費
用
を
負
担

し
て
い
る
の
は
府
中
市
で
、
年
間
約
５

億
円
と
さ
れ
ま
す
。「
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
で
は
、
使
用
後
の
容
器
の
処

理
費
用
の
う
ち
、
自
治
体
の
負
担
割
合

が
と
て
も
大
き
い
こ
と
が
問
題
で
す
。

本
来
は
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
や

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
が
進
み
、
不
要

な
容
プ
ラ
が
減
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

「
資
源
」
と
し
て
き
れ
い
な
も
の
を
集
め
る
仕
組
み
を
！ 

八
王
子
市
な
ど
周
辺
市
で
は
、
き
れ
い
に
分
別
し

た
容
プ
ラ
だ
け
を
「
資
源
」
と
し
て
無
料
で
集
め
る

仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
市
が
多
く
あ
り
ま
す
。
府
中

市
は
立
派
な
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
建
設
し
た
以
上
、

施
設
を
生
か
す
た
め
に
も
ピ
ン
ク
袋
で
は
な
く
、
ビ

ン
や
缶
の
よ
う
に
「
資
源
」
と
し
て
無
料
で
収
集
す

る
仕
組
み
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。 

               

                         

 

秘密保護法の廃止を求める意見書を議員提案しました！ 
生活者ネットワークは昨年１２月６日に強権的な採決で成立した秘密保

護法（特定秘密の保護に関する法律）について、「特定秘密」指定の範囲す

ら明確ではなく、政府が秘密指定した行政情報を知ろうとすれば重罰も課

せられることは、国民の「知る権利」を損ない、憲法に謳われている主権

在民、平和主義、基本的人権を侵害する可能性があると反対してきました。 

１２月議会で生活者ネットワークは「特定秘密の保護に関する法律の廃

止を求める意見書」を府中市議会として国に提出するべく議員提案を行な

いましたが、残念ながら、賛成が過半数を下回り、否決されてしまいまし

た。しかし、民主主義をあきらめるわけにはいきません。これからも反対

の声をあげていきます。 

容リ法改正に向けての 

陳情が採択 
私たちは「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑

制と再使用を促進するための法律の制定を求める意

見書」を、国会及び関係各行政庁に提出することを求

めて陳情を市議会に提出し、採択されました。 

容器包装リサイクル法は、大量消費社会からの脱

却を目指し1995年に制定され、今年は2度目の改正

の年とされています。この陳情の目的は、大量の容

器包装を税金でリサイクルしている現状から、生産者

が製造から廃棄まで責任を持つ制度（拡大生産者責

任）に改め、環境に配慮した容器や省資源容器包装

の利用促進のために法整備をすすめることです。 

陳情は建設環境委員会で審議され「拡大生産者責

任が商品の値上げに直結しないか」「レジ袋の有料化

が小売店を圧迫することはないか」など、様々な質問

や意見がありましたが、全会一致で採択されました。 

生活クラブ運動グループ・府中地域協議会 荒井るみ子 
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「府中市男女共同参画推進フォーラム」に参加して 

昨年１１月、府中市女性センターで開催されたフォーラムで、 

『いま考える女性の健康と権利とは？』をテーマに長沖暁子（さ 

とこ）さんの講演会が開かれ、参加しました。 

これまでの歴史の中で、人口政策として、開発途上国では女性 

への強制的な不妊手術や避妊が行われ、日本では優生思想による 

女性障がい者への不妊手術などが行なわれていました。生物学者 

でもある長沖さんは優生保護法の改悪に反対し、リプロダクティ 

ブヘルス＆ライツ（生殖年齢にある男女だけでなく、生涯にわた 

る性と生殖に関する健康と権利）の運動を続けてこられた方です。 

リプロダクティブライツの視点で考える時、今、少子化対策と 

しての支援がある不妊治療や出生前診断は、自由な選択ができる 

社会ではあっても自己決定という名の自己責任となり、女性への 

負担は大きくなっています。当事者たちが経験を話して情報を共 

有することが大切であり、どのような選択肢を選んでもその意思 

が尊重され、差別や偏見のない社会であることと、安心して子育 

てができる社会的支援が問われていることがわかりました。                    

 

１２
月
議
会
よ
り 

 

田
村
智
恵
美 

一
般
質
問 

 

「デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」の 

予
防
教
育
と
啓
発
活
動
を
求
め
て 

 

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
夫

婦
間
だ
け
で
な
く
、
交
際
相
手
と
の
間
で
も
起
き
て

い
て
、
若
者
の
間
で
起
こ
る
暴
力
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

と
い
い
ま
す
。
近
年
報
道
さ
れ
た
ス
ト
ー
カ
ー
や
元

交
際
相
手
に
よ
る
殺
人
事
件
な
ど
は
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
若
者
へ
の
予
防
教
育
や
啓
発

活
動
な
ど
市
の
認
識
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

２
０
１
２
年
の
内
閣
府
の
「
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
約
10
人
に
１
人
が

何
ら
か
の
暴
力
を
受
け
て
い
る
の
に
、
相
談
に
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
は
ご
く
少
数
で
す
。
と
り
わ
け
中
高
生

の
場
合
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
い
う
言
葉
や
内
容
を
理
解

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
被
害
者
が
暴
力
と
認
識
で

き
ず
、
愛
情
表
現
と
捉
え
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い

と
い
う
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
も
大
き
な
問
題
だ
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。 

す
で
に
神
奈
川
や
長
崎
の
学
校
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

行
な
う
中
高
生
を
対
象
に
し
た
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
予
防

教
育
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
生
徒
は
「
自

分
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
た
が
身
近
な
問
題
だ
と
気

づ
い
た
」
と
言
い
ま
す
。
学
校
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
の
有
効
性
を
訴
え
、
市

内
の
中
学
校
に
予
防
教
育
の
導
入
を
求
め
ま
し
た
が
、

市
は
、
人
権
教
育
と
し
て
暴
力
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
指
導
は
行
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
限
定

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
の
考
え
は
な
い
と
の
答
え
で
し
た
。 

心
身
共
に
急
成
長
す
る
時
期
に
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
暴
力
と
は
何
か
、
一
人
ひ

と
り
が
大
切
な
人
で
あ
り
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

い
の
だ
と
伝
え
る
予
防
教
育
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。 

 

浅
田 

多
津
子 

一
般
質
問 

 

「地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
と
し
て 

『住
ま
い
』の
充
実
を
求
め
る 

 

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
医
療
や
介
護
、
住
ま
い
な
ど
に
関
す
る
施
策

を
包
括
的
に
進
め
る
し
く
み
で
す
。
団
塊
の
世
代
が

75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
問
題
を
背
景
に
、
府
中

市
で
も
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で

あ
る
『
住
ま
い
』
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

現
在
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
約
１
万
人
の
う
ち

46
％
の
方
が
借
家
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
市
が
支
援

措
置
を
し
て
い
る
高
齢
者
住
宅
「
や
す
ら
ぎ
」
や
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
う
ら
ら
多
磨
」
の

総
戸
数
は
１
５
０
戸
し
か
な
く
常
に
満
室
の
状
況
で

す
。
今
後
さ
ら
に
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
が
増
え
、

地
域
に
は
適
切
な
住
み
替
え
を
可
能
に
す
る
『
住
ま

い
』
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
東
京
都
は
住
宅
確
保
の

た
め
に
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
を
増

や
す
計
画
を
打
ち
出
し
、
家
賃
減
額
補
助
制
度
な
ど
も

創
設
し
、
品
川
区
で
は
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

市
に
対
し
高
齢
者
の
生
活
支
援
や
、
住
ま
い
の
現

状
把
握
と
都
の
制
度
を
活
用
し
た
『
住
ま
い
』
確
保

に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
現
状
把
握
は

行
な
う
が
具
体
的
に
入
居
し
や
す
い
住
宅
の
普
及
の

考
え
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

２
０
１
５
年
度
か
ら
の
次
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
向
け
、
生
活
の
基

盤
で
あ
る
福
祉
と
住
宅
を
融
合
さ
せ
た
『
住
ま
い
』
の

充
実
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会 

 

府
中
駅
南
口
再
開
発 

膨
ら
む
費
用
と
、
渋
滞
が
心
配
な
周
辺
道
路 

 

府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
既
存
建
物
を
解
体
し
、
完
成
す
る

の
は
２
０
１
７
年
３
月
の
予
定
で
す
。
駅
前
の
店
舗

が
次
々
と
閉
店
し
、
約
50
店
舗
が
周
辺
の
仮
設
店
舗

に
移
っ
て
い
ま
す
。
市
道
（
歩
道
）
に
も
プ
レ
ハ
ブ

が
建
ち
、
け
や
き
並
木
周
辺
の
景
観
も
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

 

12
月
議
会
の
委
員
会
で
は
、
工
事
等
の
契
約
金
額

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
建
築
物
新
築
工
事
（
再
開

発
ビ
ル
）
の
費
用
は
、
労
務
単
価
や
資
材
の
高
騰
な

ど
で
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
計
画
の
金
額
よ
り
約
13
億

円
増
額
さ
れ
て
１
８
３
億
円
で
す
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
資
金
調
達
計
画
も
今
後
変
更
に
な
る
予
定
で
す 

 

が
、
市
は
す
で
に
法
定
以 

上
の
補
助
や
保
留
床
の
一 

部
購
入
を
決
め
て
い
る
の 

で
す
か
ら
、
こ
れ
以
上
の 

市
税
の
投
入
は
す
べ
き
で 

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
バ
ス
ロ
ー
タ
リ 

ー
を
交
通
広
場
と
し
て
整 

備
し
、
隣
接
す
る
一
方
通 

行
の
道
路
が
相
互
通
行
に 

な
る
こ
と
や
、
け
や
き
並 

木
の
モ
ー
ル
化
（
歩
行
者 

天
国
）
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
で
は
駅
周
辺 

の
渋
滞
や
歩
行
者
の
安
全
性
が
心
配
さ
れ
る
と
の
声
も
あ 

り
ま
し
た
。 

   

            

わくわく まちづくりトーク 

市庁舎建設や府中駅前の再開発などに 

ついて一緒に考え、話し合いましょう。 

１月１９日（日） 

１０：３０～１２：００ 

中央文化センター第４会議室 

わくわくサロン 

生活者ネットワーク福祉部会の 

何でも相談、おしゃべりの会です。 

１月２４日（金）１４：００～ 

ネット事務所にて 

ご参加お待ちしています。 

現
在
一
方
通
行
の
道
路
も 

相
互
通
行
に 


